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市長記者会見記録

日時：２０２０年６月１６日（火）１４時００分～１４時４５分 

場所：第３庁舎１８階 講堂 

議題：【話題提供】 

   川崎じもと応援券のデザインについて（経済労働局） 

市政一般 

<内容> 

≪市政一般≫ 

≪川崎じもと応援券のデザインについて≫ 

【司会】 ただいまより、定例市長記者会見を始めます。本日は話題提供といたしま

して、「川崎じもと応援券のデザインについて」となっております。 

 それでは、福田市長から御説明いたします。市長、よろしくお願いいたします。 

【市長】 それでは、じもと応援券について御説明させていただきたいと思います。

７月２０日から販売を開始いたします川崎じもと応援券のデザインについて御紹介を

させていただきます。 

 （モニターにデザインを表示させながら）こちらは、川崎じもと応援券の表紙のデ

ザインでございます。川崎じもと応援券のデザインにつきましては、川崎市多摩区に

川崎市藤子・Ｆ・不二雄ミュージアムがございまして、本市との縁の深い株式会社藤

子・Ｆ・不二雄プロに全面的な御協力をいただきまして、ドラえもんなどのキャラク

ターを使用したデザインといたしました。多くの方々に親しまれているドラえもんを

はじめとするキャラクターがデザインされた応援券を持って、楽しみながらお買物を

していただきたいとの思いを込めております。 

 こちらが、券面のデザインになります。続いて、左側が川崎じもと応援券の広報用

のポスター、そして右側が利用店舗に掲示していただくステッカーのデザインとなり

ます。 

 販売方法ですけれども、川崎じもと応援券の購入につきましては、混乱防止を図る

ために、ホームページまたははがきによる事前申込み制としております。応募多数の

場合は、市内在住者を優先して抽せんをさせていただきます。購入申込みは７月３日

まで受け付けております。当選された方は、購入引換券を郵送いたしますので、そち

らに記載された販売期間、販売窓口にて購入をお願いいたします。なお、利用期間は
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７月２０日から来年の１月３１日までとなります。 

 利用店舗につきましては、市内で営業する小売業、宿泊・飲食業、建設業、生活関

連サービスなど幅広い業種で、中小企業・小規模事業者及び個人事業主を対象として

おります。 

 具体的には、こちらの表にありますように、中小企業基本法において業種ごとに定

められている「常時使用する従業員の数」を基準としまして、店舗を運営する法人の

規模で判断をいたします。 

 また、「音楽のまち」や「映像のまち」や「スポーツのまち」など、本市の施策と密

接な連携を図っている事業者につきましては、上記の基準に当てはまらない場合でも、

具体的な関連性を判断した上で対象範囲としてまいります。 

 利用店舗につきましては、７月１０日を一次締切りとして、ホームページまたはフ

ァクスによる申込みを受け付けております。利用店舗には、利用者に分かりやすいよ

う、先ほどのステッカーを掲示していただくこととしております。登録された店舗に

つきましては、順次、ホームページで利用店舗一覧に掲載してまいります。対象とな

る事業者におかれましては、ぜひ利用店舗にお申し込みいただきますようにお願い申

し上げます。 

 川崎じもと応援券の購入や利用店舗の募集に関する詳細につきましては、コールセ

ンターへお問い合わせいただくかホームページで御確認をいただければと思います。

市内で営業している飲食店や小売店をはじめとする中小企業の皆様には、新型コロナ

ウイルス感染症の影響によりまして売上げが大幅に減少するなど、深刻な影響が出て

おります。川崎じもと応援券を通じて、こうした事業者の皆様へ資金の循環を図るこ

とで、地域経済をしっかり下支えしてまいりたいと考えております。市民の皆様にお

かれましては、ぜひ川崎じもと応援券を使って、地元のお店でお買物やお食事をして

いただくことで応援していただきたいと思っております。 

 説明は以上です。 

【司会】 それでは、ただいま御説明しました件並びに市政一般に関する質疑に入ら

せていただきます。進行につきましては、幹事社様、よろしくお願いいたします。 

【幹事社】 幹事社です。よろしくお願いします。 

【市長】 よろしくお願いします。 

【幹事社】 このじもと応援券なんですけれどもう申込みは始まっていると思うんで

すけど、これ、出だしとしてはどんな印象を持っていらっしゃいますか。 

【市長】 現在申し込まれている方が、１２日の１２時から申込みを開始いたしまし
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て、６月１５日、昨日時点で購入申込者数が９,１２２名、冊数でいきますと３万８,

３１２冊となっております。平均購入冊数４.２冊という状況でございます。現在、利

用店舗登録店ですけれども、これが現時点で３８７店という状況でございます。 

【幹事社】 出だしとしては、市長、どうですか、その辺。 

【市長】 どうなんでしょうか。何とも予測がつかないというか、独自のものなので、

意外と出だし、いいんじゃないかなという気はしますけど、私も店舗を見てみますと、

まだまだ登録されているところが少ないので、そういった意味では、登録されている

店舗が、身近な使っているところが、ああ、使えるんだとなると、当然申込みも増え

てくると、そういう両面の部分があると思いますので、そこはちゃんと注視していき

たいなとは思っております。 

【幹事社】 経済的になかなか外食とか含めて、そういうのが増えないというところ

もあるかもしれないんですけど、やっぱり期待されているところは結構大きいですか

ね。 

【市長】 そうだと思いますね。ただ、まだ周知がしっかりされてない部分もあるの

で、そういった意味では、藤子プロさんの、このドラえもんというキャラクターがい

い啓発というか、広報役になってくれれば本当にありがたいなと思っています。 

【幹事社】 こういうコラボすることってままあるというか、珍しいと見てよろしい

んですか。 

【市長】 いや、ものすごく珍しいと思います。こういう趣旨なので御協力お願いし

ますということでお願いしたところ、本当に全面的に御協力をいただいたということ

で、先ほど、チケットの柄を見ていただいても、全く新しいデザインで作ってくださ

っているということですので。 

≪ふれあい館・学校爆破予告による本市元職員の逮捕関連について≫ 

【幹事社】 ありがとうございます。あと、全然話題は変わるんですけれども、今日、

一部報道で、この間、ふれあい館とかの爆破予告で逮捕された元職員の方が、現職の

在日２世の方に差別的な発言をしていたんじゃないかという報道が出ていたんですけ

れども、市長として把握はどの程度されていますか。 

【市長】 どの……。 

【幹事社】 差別的発言をしていたという、現職の方のそういう発言とかというのは、

市長として把握はされていますか。 

【市長】 報道されている調書というのを私も本日確認をさせていただきました。そ

ういった意味で、やり取りみたいなものは今日確認いたしました。 
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【幹事社】 要は、あれは個人名とかは挙がってないものになるんですかね。 

【市長】 そうですね。なので、私どもとしてまだ、アルファベットで記されている

ような方たちというのは、現在調査中という感じですけれども。 

【幹事社】 この辺、今後、市としてももうちょっと調査されていくという……。 

【市長】 そうですね、はい。ただ、捜査をされている途中だということなので、あ

まりこちらから何かを発表するということはないですが、捜査にはしっかりと協力し

ていきたいとは思っております。 

【幹事社】 最初、逮捕のときも、多文化共生のまちで非常に遺憾だというようなの

がありましたけど、改めてこういう報道とかも出まして、どうですか、市長としてお

受け止めは。 

【市長】 やっぱりトラブルがあったときも、依命通達のような形で職員に呼びかけ

をしているということもありましたし、現時点においても、やっぱり多文化共生の都

市ですから、そういった意味では、これからもしっかりと啓発を職員に対してもやっ

ていかなくちゃいけないなとは思っております。 

【幹事社】 今の話で、調書が作られたのが大分前という、四半世紀ぐらい前なんで

すかね。時代背景も当時どうだったのか、その辺もあるのかもしれませんけれども、

７月の条例の施行という前のタイミングでああいう、過去の言動ではありますけれど

も、旗振り役である市の当時の職員の中にもやっぱりそういう言動があったというこ

と自体は、市長、どういうふうに受け止めておられるのか。 

【市長】 確かに、当時としても、恐らくすごくショッキングな話だったと思います

し、改めて今回、調書というのを見て私も大変驚きましたし、こういうことがあって

はならないなということを改めて思っています。 

【幹事社】 あの手の調書まで作られるような案件ってそう多くないと信じたいんで

すけれども、ほかに同様の事例というのは、市職員に対して、当然、外国籍の方の雇

用というものもあります。市民に条例の啓発というのも大事だと思うんですが、まず、

組織の内側でそういったものが確認されている事例ってほかにあったりするんでしょ

うか。 

【市長】 四半世紀前の話ではなくて、当該職員に対する言動は過去にもあったとい

うのを私は承知していますので、そういった意味では、継続的にこれはやっていかな

くちゃいけないということだと思います。それは、当該の職員だけではなくて、全て

の職員が不当な差別を受けることはあってはならないことだと思いますので、それに

ついてはしっかりと、条例を施行するまさにこのタイミングで改めて徹底していかな
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くちゃいけないということは、おっしゃるように、市民に対してもそうですし、私た

ち職員一人一人がそのことを自覚しなければならないと思っています。 

【幹事社】 当時、助役名で再発防止を、差別的な言動はしないようにというような

通達が出されたとは仄聞していますけれども、今回、改めて条例の施行前に、職員向

けに啓発に努めるということでしたけれども、具体的に何か考えていることとかあり

ますか。 

【市長】 これまでも、この人権の問題については、それぞれの階層別の研修などで

も度々、ある意味、日常的にやっておりますので、昔と違って、今、しっかりそれを

やっているということですから、引き続きしっかり対応していきたいと思っています。 

≪住民監査請求に関する監査結果について≫ 

【幹事社】 分かりました。 

 すみません、話変わって、先ほど、監査委員からの勧告が出た案件があったかと思

います。軽易工事の発注に関しては、これまで議会の中でも度々問題視もされてきて

いて、今回、損害額の調査と、必要であれば職員に対して賠償させるということも求

める、かなり厳しい内容の勧告だと思いました。市長、こういう勧告が出されたこと

に関して、どういうふうに受け止めておられるのかと、分割発注というものについて、

これまで妥当だということで市のスタンスはずっとお答えになってきたと思いますけ

れども、こういう勧告が出たことについて改めてどういうふうに捉えていらっしゃる

か。 

【市長】 まず、勧告というのは非常に重たいものだと思っていますので、改めてし

っかり調査を行って、そして、必要な措置をしていかなければならないなと思ってい

ます。それから、分割発注含めて、契約の履行に当たっては、本当に適正なやり方が

されるように、改めて徹底していきたいと思っています。 

【幹事社】 この件で住民監査がされるような事案が複数起きていて、ある意味、現

場では常態化しているんだろうなというふうに、それが違法か適法なのかということ

は別としても、分割工事という、２５０万以下になるようになのか、結果的になって

いるのかははっきりとしないところでありますが、この手法自体が、市のルールとい

うのは、２５０万を超えない金額になろうとするような意識がやっぱり職員の中にあ

るんじゃないかと推察ができるんですけれども、その点についてどういうふうに捉え

ていらっしゃいますか。 

【市長】 それは多分、一概に言うというのが非常に困難なので、案件ごとによって、

決してそういうことがないとは思いたいですけれども、そういう意識があるのであれ
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ば、その辺りも含めてしっかりと検証していきたいとは思っています。本当に金額の

設定自体がどうなのかというのはありますけれども、ただ、これは法律事項ですので、

なかなか自治体だけでどうなのかという判断できるようなものでもないので、法律に

従って仕事をするのは当然のことでありますので、どうしても支障があるものという

のであれば、その壁は何なのかということも含めて調査していきたいと思っています。 

≪教職員によるUSBの紛失について≫ 

【幹事社】 なるほど。もう１個だけ、また話が変わるんですけど、先日、教職員の

方の個人情報の紛失がありました。個人情報を含むＵＳＢメモリーを校外に持ち出す

際には、校長の許可を事前に得た上で持ち出したりだとか、本来、教育委員会マター

なので、ここで伺うのが適正かどうか分からないんですけれども、教員の仕事が過密

だということがずっと言われていたり、そもそも、ちゃんとルールを守ってやってく

れと言い続けるだけで果たして防げるんだろうかというようなこともちょっと感じて

いるところで、先般、テレワークの推進だったり、オンラインで何とか、例えば、自

宅でセキュアなデータのサーバーにアクセスして、自宅で何かしら作業ができるよう

にするだとか、その辺も考えていらっしゃるのか、その必要があるのかどうなのかと

いう部分を含めて、どういうふうに受け止めておられるか。 

【市長】 まず、今回の案件については、そもそも、こういったことが起きないよう

にといって、いろいろ環境を整備してきました。ＵＳＢを持ち出すにしても、持ち出

しには校長への届出だとか、しっかりと通知して、このＵＳＢを持って帰ると、暗号

化されているものという形で、そういうふうに整えてきたので、そのルール自体をそ

もそも守らないことというのは環境整備以前の問題なので、今回の話はあってはなら

ないというので、教育長含めて、とにかく今、各学校でそういう実態があるのかとい

うのを即座にチェックするようにという話をいたしました。机の中に、個人のＵＳＢ

に何か入っているものはないかとかを含めて、現状、まずしっかりチェックしてくれ

と。この話は何度も、私が市長になってから繰り返し言ってきた話なので、改めてそ

れを、これから通知します、注意しますということではなくて、もう抜き打ちでまず

現状をチェックしてくれという話もいたしました。そのぐらい危機的な状況だと思っ

ています。 

 改めて、こういうコロナでテレワークだとかという状況になって仕事環境が変わる

と、必ずミスが起きやすいということで、そういう意味で厳命で言ったところであり

ますので、そういった意味では、非常に不祥事も続いておりますし、改めて身を引き

締めて一人一人がやっていかなくちゃいけないと思っております。 



 -7-

 それと、テレワーク環境については、まさに議論をしている真っ最中なんですけれ

ども、やはりセキュリティーの問題で非常に厳しいと。今の仕組みが神奈川県統一の

仕組みでやっておりますので、それについては種々、川崎市からの要望というのを出

して、若干は使い勝手がいいようになってきましたけど、それにしても、テレワーク

環境には程遠いセキュリティーの厳しさというのがあると思っています。国も、この

考え方を緩和していくという考え方も少し示されているようです。そこに対しても、

遅滞なく県の仕組みとかに反映されるように、これからいろんな動きをしていきたい

と思っています。 

【幹事社】 すみません、１点だけ。さっき、要は、繰り返し言ってきた話だけれど

もルールが守られないと。それだけ、そうせざるを得ないことが現場の状況にはある

のかもしれないということも思うわけなんですけれども、そこへどう手をつけるのか

ということは考えていらっしゃいますか。 

【市長】 今回の話と切り離して考えたほうがいいと思うのは、教員の多忙感という

のは、それはそれで課題だと思っていますが、個人情報を持ち出す話とルール外の行

為を行うというのは全く別な話だと思っています。ですから、先ほど申し上げたとお

り、ＵＳＢを持っていってはならないという原則の中でも、こういう例外的な措置と

いうので、現場の声を聞きながらその整備をしてきたので、環境整備と今回の事案は

全く違うとは思っています。 

【幹事社】 なるほど。分かりました。 

 幹事社から以上です。 

 各社さん、どうぞ。 

≪避難所における新型コロナウイルス対策について≫ 

【記者】 関東地方が梅雨入りしまして、これから風水害への備えが重要な時期を迎

えると思うんですけれども、先日の議会でも、避難所のコロナ対策の話が出ておりま

したけれども、改めて川崎市としての避難所でのコロナ対策の構えについてお聞かせ

いただきたいんですけれども。 

【市長】 もう既に専門家の皆さんからの御意見を頂いたりとか、あるいは、各区の

担当者との意見交換をやっておりまして、今月中には新たな、このコロナ禍における

避難所運営の在り方をマニュアル化して、周知徹底を図っていきたいと思っています。 

【記者】 分かりました。 

【幹事社】 今の話ですけど、台風１９号のときも、避難所のキャパに対して利用者

の方が相当過密になるというような状況ではありました。そこで、密集を避けないで、
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現行のハードの中で同規模の台風なりが来たときにどうするんだろうというのは素朴

な疑問としてあるんですけれども、それは何か今、お答えできる範囲でどういうこと

を考えているというのをお答えいただけますか。 

【市長】 １つは、避難所にまず行かない避難というのももちろんあるので、そこの

見極めというのは、各自どうするのかというのを事前になるべく、マイタイムライン

じゃないですけれども、それを考えていただくと。そのツールをしっかり提供してい

くことが大事なんだろうと思いますね。ですから、本当にこういうときになったら避

難せざるを得ないし、あるいは自宅での避難、近所での避難をしっかり考えられるよ

うな、そういったサポートをしていきたいと思っています。 

【幹事社】 先般の台風だと、避難勧告、避難指示を出された人数も記録的な人数で

したし、そこの中で、今回の避難勧告、避難指示というのは、避難所に行ってくださ

いというのではなくて、垂直避難なんですというふうな、これまでと違うメッセージ、

プラスアルファしたメッセージを発するというので、かなり大変であろうことを予想

するんですが……。 

【市長】 だと思いますね。 

【幹事社】 どういう形でそれを、期間もあまりありませんけれども、どう知らせて

いこうとお考えでしょうか。 

【市長】 自治会、町内会の皆さんからもそういう御意見があって、なるべく早く今

月中にまとめるのでというのを言っておりますので、実際に避難所運営に当たる方は

もちろんのことですけれども、そこから広がっていくように、そういった御協力をお

願いしたいと思いますし、本庁の危機管理もそうですけど、各区の危機管理担当とも

連携をよくやっていきたいと思っています。 

【幹事社】 分かりました。 

【記者】 じもと応援券なんですけれども、ドラえもんのデザインのデザイン料とか

使用料というのはかかっていたりするんでしょうか。 

【市長】 基本的には、ほとんどボランティアのような感じだったですね。 

【経済労働局】 デザイン料としては１００万程度と聞いております。 

【市長】 ああ、そうですか。すみませんでした。 

【記者】 デザイン料のみに……。 

【経済労働局】 デザイン料のみです。 

【記者】 あと、券の表面はドラえもんが上を向いている様子なんですけれども、こ

れはどういった願いからなんですか。 



 -9-

【市長】 まさに上を向いて頑張ろうという、そういう意味だと聞いています。 

【記者】 全てのデザイン、ポスター、ステッカーも券面もこのために新たなデザイ

ンにしてくださったという……。 

【経済労働局】 はい。今回のために専用のデザインを作っていただいたということ

でございます。 

【記者】 ありがとうございました。ドラえもんを使おうというのは、市長がお考え

になったことなんでしょうか。 

【市長】 どうだったかな。いろんな議論をしていたので、ちょっとごめんなさい、

記憶にありません。 

【記者】 冒頭もおっしゃっていたんですけれども、改めてドラえもんって、まさし

く市民どころか、日本とか世界中の人が知っているものですけれども、このデザイン

を採用した意図を改めてお聞かせください。 

【市長】 ごめんなさい、最後。 

【記者】 このドラえもんを採用された、もちろん藤子プロさんの御協力あってです

けれども、ドラえもんを採用されたということの御意図についてお聞かせください。 

【市長】 やっぱり川崎市にとっては非常に縁の深いというか、なじみのある、ドラ

えもんをはじめとした藤子・Ｆ・不二雄ミュージアムに関連するキャラクターが、み

んなの未来へというのは、こういうキャラクターの人たちがみんなで上を向いて協力

して頑張っていこうと、市民も事業者の皆さんも、そして私たち行政もみんなで地元

を盛り上げようということに頑張ろうという応援の意味がすごく込められているもの

ですので、そういった意味を市民の皆さんによく理解していただいて、ドラえもんと

一緒に未来に向けて頑張ろうということを実感していただけるように周知もしていき

たいと思っています。 

【記者】 ありがとうございます。 

【記者】 まず、じもと応援券についてですが、店舗が３８７店ということですけど、

どういった店が今のところ……。 

【市長】 今のところ、飲食店が１３０店舗、飲食料品店が５２店舗、その他の小売

が４３店舗、その他、サービス３６店舗というのは、サービスというのは、タクシー

ですとか整体ですとかフォトスタジオとか、そういったサービスもあると聞いていま

す。 

【記者】 それで、音楽のまちとかに関わるところも、チケットとか判断しますよと

いうことですが、例えば、スポーツチームとか、そういうところからは来てないんで
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しょうか、協力というのは。 

【市長】 事務方からでいいですか。 

【記者】 はい。 

【経済労働局】 まず、音楽スタジオさんが御登録をいただいていたりですとか、あ

と、フロンターレ後援会さんも御登録をいただいております。 

【記者】 あと、避難所についてなんですけれども、やっぱり感染症の時期に何か起

きて、密になって大変ということがあると思うんですが、例えば、避難所を増やすと

か、そういう点についてはどうなんでしょうか。 

【市長】 これまでの議論というのが、例えば、県立の高校だとか、あるいは一時的

に避難させてもらえないかという民間ビルだとか、あるいはマンションだとかという、

それはガイドラインというか、ルールは一定程度必要なんだと思うんですが、それぞ

れ地域によってかなり違いが出てくると思うので、やはり地元でそれを考えてもらう

という形にしていかなくちゃいけないかなと思っています。もちろん県立の施設だと

かそういったところは調整していかなくちゃいけないとは思いますが、一方で、そも

そも地震の場合だと、いわゆる家が倒壊して中に入れないとか、焼け出されていると

かという、そういう人たちが対象になっている避難所ということの位置づけというの

が、果たして現時点でも理解されているかというと、実はそうでもなかったりすると

は感覚的に思っています。ですから、例えば、風水害の場合、本当に危険エリアなの

か、避難したほうがいいのかよくないのかということを、その時点での判断というの

は、やっぱりどうしても自分でやっていただくしかないので、そういう意味では、繰

り返しになりますけれども、マイタイムラインというものを地域で、自分が避難する

ときにはどういうふうに計画するかなというのを、災害事象ごとに考えていただくと

いう、その取組が何よりも大事かなと思っています。ですから、みんなで避難所に行

こうという感覚は、そもそもちょっと違うかなとは思いますけど。それは、コロナ禍

ということだけではなくてですね。 

【記者】 これまで、災害があったときは、とにかく逃げましょうというのから、ど

うやらあまりめくらめっぽうに逃げてもいいものでないのかもしれないと分かってき

たのが、本当にここ最近の、例えば、去年とかおととしとかの災害でそういうことは

言われ出したかなと記憶しているんですけど、多分、市民にとってみると、じゃ、ど

うしたらいいんだろう。今までは、とにかく逃げましょうというのが、ある意味常識

だったような時期があって、その後、やたら出るのは危ないというような、でっかい

台風とかが来たときに、そういう意識も出てきた中で、多分その辺、自分でどうする
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か、マイタイムラインというのを作るのはちょっと難しいのかなと思う部分もあるん

ですけど、その辺の啓発みたいなことも、市としては結構課題なのかなと思いますが、

そういうのをどうやって進めていくんですかね。 

【市長】 まさにマイタイムラインを作りましょうという支援の、「備える。かわさき」

の号外版というのを、あれはいつ発行しましたっけ。 

【総務企画局】 ３月です。３月に全戸配布をしたところです。 

【市長】 ありがとうございます。３月に発行して、全戸配布させていただいた。今、

ホームページでも見られるようになっていますので、そういうのを見ていただいて、

確かにおっしゃるように、地震のことは、皆さん、意識はあったかもしれないけれど

も、風水害のことを本当に危機的に感じたというのは、まさに去年あたりからなんじ

ゃないかと思うんですよね。そういう意味では、こういった事象の場合はこうですよ

ねというのがそれぞれ変わってくるのを、いかに意識を持っていただくか、そして、

私たちも必要な情報提供をできるかということが課題だと思っていますし、これから

も繰り返しやっていきたいと思います。ちょうど風水害の危険性が高まっているこの

時期に、やっぱり併せてどんどん言っていかなくちゃいけないなと思っています。 

【記者】 分かりました。 

【幹事社】 商品券ですけど、市長は申し込まれましたか。 

【市長】 はい、申し込みました。 

【幹事社】 ５冊？ 

【市長】 はい。 

【幹事社】 なるほど。超えたら抽せん……。 

【市長】 超えたら抽せん。 

【幹事社】 想定としては、どんなところで使おうという、今、想定って何かありま

すか。 

【市長】 やっぱり地元の飲食店で使いたいなと思います。 

【幹事社】 自宅周辺のという……。 

【市長】 そうですね。あと、タクシーも大変困っているので、タクシーなんかも使

いたいなと思います。 

【幹事社】 なるほど。分かりました。ありがとうございます。 

【記者】 改めてになって恐縮ではあるんですけれども、ふれあい館への脅迫で再逮

捕された事件ですけれども、再逮捕された１２日も市長からコメントが出て、業務が

妨害されたことで再逮捕されたことは遺憾だというコメントがあって、条例のことに



 -12-

も触れられていて、含まれている意味は理解をしているつもりですけれども、ふれあ

い館に対して、ああいうはがきが送られたということは、まさに条例の禁止している

差別が行われたということだと思うんですね。そういう意味では、逮捕とはまた別に、

条例に照らして差別が起きたということをどういうふうに受け止めて、それによって

傷ついた地域と、とりわけ子どもたちへの被害についてどういうふうにお考えになら

れているかということを教えてください。 

【市長】 脅迫については、利用者のみならず、地域の方々に大変な不安と恐怖を及

ぼしたという意味で大変遺憾なことだと改めて思いますし、あってはならないことだ

とは思っています。今回の事案については、いわゆる逮捕という形になりましたので、

安心しておられる、ほっとしておられるとは思いますけれども、こういったことが発

生しないような、そういった地域づくりはこれからも粘り強くやっていかなくちゃい

けないという思いを新たにしています。 

【記者】 すみません、確認で恐縮です。こういったことというのは、やはりこうい

った差別が二度と起こらないようにという理解でよろしいですか。 

【市長】 そうですね。差別に基づく、こういった卑劣な行為ですね。 

【記者】 追加なんですけれども、今回の再逮捕の件では、私の記事ベースの話で恐

縮ですけれども、当該の職員のもとに、ふれあい館の爆破予告という、いわれのない

はがきが来て、彼にとってはそこが関わりのあった場所であって、そういう意味では

大変傷ついているし、それが差別に利用されたことが、傷をより深くさせているわけ

なんですね。そういう意味では、差別事件に名前を使われた職員も被害者であると思

うんですけれども、その辺りについて、市長としてどういうふうに受け止められてい

るかということを教えてください。 

【市長】 そういう意味で、何重にも被害に遭ったと思いますし、一般的に考えても

非常にひどい状況だと思いますし、同じ職場の仲間ですから、そういった意味で、同

じ職員がこういう目に遭っていることを深刻に受け止めたいとは思っています。 

【記者】 先ほども少し言及がありましたけれども、この職員に対して、ほかにも事

案があって、それについて、これまでどのように調査をされてきたかということと、

また、今回のことを踏まえて、今後、今もお話がありましたけれども、捜査とは別に、

自分たちの市役所の中の問題として、どのように調査をされて、どういうことを取り

組んでいかれるかということについて教えてください。 

【市長】 これまでの、いわゆるこの事案とは別のケースについても、私どもが把握

している限りのことは、私もこれまで、今日とかというそういうレベルではなくて過
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去から聞いていて、そのことについて職場での、いわゆる研修だとかというものにし

っかりつなげていっておりますので、先ほども申し上げたとおり、こういった活動は

これからも適切にやっていきたいとは思っています。 

【記者】 すみません、最後に。これも私の記事ベースで申し訳ございませんけど、

そういう意味では、深刻な事件であることがだんだん分かってきているわけですけれ

ども、そういう意味では、もちろん啓発とか研修を強化していくというお話も既にさ

れていますけれども、やっぱり取組の内容が少し変わってくるというか、人権を大切

にしましょうという一般的な話ではなくて、それこそ条例ができたこのタイミングで、

例えば、研修の中身も人権一般というものではなくて、差別をなくすための研修、あ

るいは職員間のレイシャルハラスメントを禁止するような規定ですとか、あるいは、

差別の禁止の倫理規定を市の中に設けるとか、そういう、より具体的なものが求めら

れていくんではないのかなと思うんですけれども、今お考えになられているところで

具体的なものって何かおありになったら教えてください。 

【市長】 私どもの職員研修の中では、かなり具体的にやっています。パワハラ、セ

クハラとかも含めて、あるいは障害者への合理的な対応の話ですとかを含めて、あら

ゆる人権に関わるものはしっかり個別具体にやっていると認識していますので、特段、

この事態を受けてとか条例を受けてということではなく、今までもしっかりやってき

たつもりでありますし、必要とあれば足すことはあるかもしれませんが、現時点にお

いては、これを機に何かということは考えていません。 

【幹事社】 今のお話なんですけど、やっぱり罰則を伴う条例を施行する市の内側で

仮に差別的な言動が起きたときに、ヘイトスピーチをする、もしくはしようとしてい

る人たちに、おまえのところもやっているじゃないかと言われてしまうと、もう本当

になし崩しになってしまうと思うんです。そういう意味で、内側から、こういう行為

をする人を一人でも出した瞬間に、この条例の説得力がとても失われる事態に陥ると

私は思っているんですけれども、そういう意味で、この条例を受けて、今回の事態を

受けて、今回の事態は元市職員ですが、定年ではないけれども、それに近いところま

で多文化共生を掲げた市役所の中で働いてきた方でさえ、こういう言動をするという

意味で、とても難しい事態だなと私は見ているんですが、それでも特段の対策という

か、改めて、これまでどおりのやり方で十分だとお考えなんでしょうか。 

【市長】 今回の条例ができたということを、例えば、今日から既にポスター掲示が

始まったりして、あるいは、いろんなところでパンフレットを置いて、条例の趣旨だ

とか中身を啓発していきます。本市職員であれば、この内容を熟知するのは当然の話
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でありまして、それに基づく意識は皆さん持っていると思いますけれども、より高め

ていかなくちゃいけないということだと思います。ですから、一般市民に対してもそ

うでありますけれども、職員に向けてもしっかり周知徹底していきたいと思っていま

す。 

 ただ、この条例をつくり始めたときから、この場でも繰り返し言ってきましたけれ

ども、条例ができたからといって、全ての不当な差別だとか偏見だとかがこの世の中

からなくなるとは思っていません。ただ、これを繰り返し、やはりその趣旨とかとい

うのを伝えていくことがとても大事だとは思っています。 

【幹事社】 分かりました。 

【記者】 すみません、重ねてお聞きしたいんですけど、まさにおっしゃるとおり、

条例ができて終わりではなくて、この条例をどう生かしていくかということは、市の

取組はもちろんそうですし、我々市民の側も求められていることは承知しております。

ただ、往々にして、条例ができて一安心というか、取組がそこで止まってしまうとい

うか、緩んでしまうというか、そういうことって往々にあると思いますし、何が言い

たいかというと、今回の職員に対する差別事件ですけれども、確かに昔のことではあ

りますけれども、調書一つ取っても、記録の把握というものが、人事課においても、

先週の金曜日の夜の段階だと聞いておりますけれども、そういう意味では、先ほども

お話がありましたけど、範を示すべき市の中での重大な事件というものがきちんと引

き継がれていないようなところはあったのではないかと思うんです。そういうことの

反省も含めて、やっぱりこれまでよりも強いというか、より確かな取組がこれから求

められていくんではないのかなと思うわけですけれども、いかがでしょうか。 

【市長】 というか、人権尊重のまちづくりを進めていく上で、この事件があったか

ら特段に取り組むとかという、そういうことではなくて、当たり前の話を当たり前に

しっかり意識するとか行動するとか守るとか、非常に当然の話なので、それを、いわ

ゆる日常的な研修の中でやっていく。だから、単発で終わるんではなくて、日常的な

研修の中でやっていくことを今やっているので、そこはやはりしっかりやっていくこ

とが大事なんだろうと思っています。 

【司会】 そのほか、いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 それでは、以上をもちまして市長記者会見を終了いたします。ありがとうございま

した。 

【市長】 ありがとうございました。 

（以上） 



 -15-

・この記録は、重複した言葉づかい、明らかな言い直しや質問項目などを整理した 

上で掲載しています。 

（お問い合わせ）川崎市役所総務企画局シティプロモーション推進室報道担当 

      電話番号：０４４（２００）２３５５


